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長期入院者の支援のあり方について考える

医療法人社団 五稜会病院

閉鎖型療養病棟 看護師 藪内 裕介

ピアサポーター研修会2016

2016年9月29日

デイケア 訪問看護

• 札幌市北区篠路にあります。
• 4病棟編成で入院ベッド１９３床。
• 年間新患数1300人程度。年間600名前後が入退院。

ここで
働いてます

閉鎖型療養病棟ってどんなところ？

• 入院者の平均年齢56.1歳。60歳以上49%
• 6割が統合失調症。
• 1年以上の入院

⇒全体の64%

• 3年以上の入院
⇒全体の42%

• 5年以上の入院
⇒全体の22%

• 最長入院は38年2か月間

長期入院者がたくさんいます

退院できない要因･困難さ

症状が安定しない、刺激に反応しやすい
（幻覚妄想が強い、病状が劇的に変動しやすいなど）

環境の変化を嫌がる
（入院生活と地域生活の距離感、退院が怖い、不安と本人が

拒否される）

地域で支える人の少なさ・準備ができない
（家族、施設、友人、地域の人々との繋がりが少ない）

居場所となる住居がない
（自宅・GH・ケアハウス・救護施設など）

退院に向けた具体的な支援がなされない etc.

どんどん入院期間が伸びて、長期入院になる

長期入院の弊害

• より病人らしくなり、本来の力を隠してしまう
病気の話ばかりで、自分のすべてが病気と感じてしまう

自信が失われ、自分の希望や目標が小さなものになる

守られ過ぎて入院生活で使わない能力は隠される

• 地域・社会・家族との距離が離れてしまう
人生が病院内で完結してしまう(病院内が全て)

社会や地域の変化についていけない

病院の外に頼れる人がいない

さらに退院を困難にしてしまう

入院を短く、地域生活は長くという考えになっている

退院に大切なこと

明確な目的をもった関わりが大切

どの支援も1人1人が違う形になる

症状が安定

安 定

選択したことに
挑戦し達成する

実行と達成

退院のための具
体策を考え選ぶ

計 画

何を退院で叶え
るか考え選ぶ

希 望

退院したいと
思える

意 欲
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退院支援ってどんなことをしてるの？

例えば…

• 外出プログラム（個人･集団）
⇒外で夢を叶える、外を知る

• 茶話会
⇒人と知り合う、助け合う関係を作る

人と何かを作り上げる

• 入院者参加型多職種連携カンファレンス
（入院者、医師、看護師、PSW、薬剤師、訪問、デイケア、

地域推進室長、外部の保健福祉サービススタッフなど）

⇒実際に退院に向けての方針の選択と決定

退院するのだという現実感の獲得

etc.

退院支援で大切なこと

① 個を見つめ、その人を知る努力を惜しまない

⇒病気を持つ個人を色んな角度で知ろうとする

話す以上に知る方法がない

② 支援者が揺れない

⇒できると信じていると支援する

言ったことを曲げない

③ 入院者と共に考え動く

⇒互いに知恵を出し合い、両者で努力する

互いに求められた以上のことをしない。力を認める。

④ 楽しくやりましょう

おわりです。


